
令和６年度 国際共同研究支援事業費補助金（領土・主権・歴史調査研究支援事業）

1．基礎的情報収集・調査研究の実施

研究会・検討会

資料のアーカイブ整備と公開

・日中国交正常化前の資料デジタルアーカイブを更に拡充
・尖閣関連の戦前新聞記事資料のデータベースを作成

・研究会・検討会各委員による積極的な国内外調査出張を促進
・資料の発掘分析・発信を実施。我が国主張の補強を実施する
と共に、海外の偏向的言説に対しては学術的な反論も実施

資料調査

・５研究会・２資料検討会、いずれも順調に進捗。成果も蓄積中
・研究会相互乗り入れ、外部講師の招聘等、オープンな議論体制

研究会成果発信

・公開シンポジウム・ウェビナーを実施、研究成果を精力的に発信
・論文集、報告書の発刊。特に領土国際法の成果は海外著名学術
出版社から本年度刊行され、我が国主張の海外理解に大きく寄与
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2. 成果の発信による国際社会および国民の理解増進への寄与

・シンポジウム「歴史としての冷戦終焉」 （2024年11月、福岡）
・マイケル・グリーン氏によるウェビナー講演（2024年11月、Zoom）
・「第6回東京グローバル・ダイアログ」 （2025年1月、東京）
・シンポジウム「日中戦争と近代東アジア世界の形成」
           （2025年3月、台湾）
・「ライシャワー夫妻から見る日本での民主主義の世界史」
           （2025年3月、東京）

・領土・歴史分野で、時宜を得たテーマを中心に、一般読者も
対象に、分かり易くエッセイ形式のシリーズで毎回掲載

 ・約2,000回/週の閲覧記録の論考もあり国民の関心提起に寄与

領土・歴史論考シリーズ

歴史分野でのイベント
領土分野での公開イベント

・特別講演会「竹島 悲劇の海獣ニホンアシカを追って」
（2024年8月、内閣官房領土・主権対策企画調整室との共催）

⇒戦前竹島の様子を示す貴重な写真集「日本海・竹島のアシカ猟」刊行
・領土問題隠岐・根室高校生交流プログラム （2024年10月、根室）
・講演会「北方領土の自然」 （2025年2月、東京）
・ワークショップ「琉球王国と海」 (2025年3月、座間味）



令和６年度 国際共同研究支援事業費補助金（領土・主権・歴史調査研究支援事業）

3.諸外国シンクタンク・有識者との協働・相互理解の促進

イベント共催・登壇者派遣

海外短期フェロープログラム

外国人研究者による論考寄稿

・第10回作戦海洋法会議リュブリャナ会合（2024年9月2～5日）に徳地秀士
平和・安全保障研究所理事長が当研究所のスポンサーシップで登壇

・第47回海洋法国際会議ペルー会合（2024年9月17～20日）を共催し、
登壇者も派遣

・The 6th Workshop for the Asia Pacific Young Scholars中国会合への若
   手派遣

短期フェローとして、今年度はインドネシア及びインドから各１名、ベト
ナムから2名が来日。日本政府、有識者、大学、領土関係場所など訪問し、
意見交換を実施。日本への理解を深めるとともに、ネットワーキングの
維持、拡大も促進。２月には過去の招聘全員を集めたイベントを尼で実施

当研究所の常任海外シニアフェローとして３人を起用中、国内外での
講演・アジア若手への助言等を実施。研究成果はPolicy Brief（PB）
および英文ジャーナルJapan Reviewへの寄稿、イベントへの登壇等で発信

外国語による書籍の刊行

内外有識者推薦の領土・歴史に係る書籍を英訳翻訳出版し、海外図書館、
大学、シンクタンク、在外公館に送付し好評を得る。本年度は岩波新書
『琉球王国』や銀座ナイル創業者の『日本のインド独立への支援』など

『平成日本を振り返る』
英語版論文集

Examining Heisei Japan

Vol.4 社会・文化編
発行に向け準備中

『日中戦争研究の現在』
英訳・中国語訳

『サンフランシスコ講和と
東アジア』

英訳
⇒刊行準備・調整中
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